１．題材名　　生活を楽しくしようソーイング

「ＯＮＬＹ　ＯＮＥのエプロンをつくろう」

２．題材の目標

　　①エプロンの働きがわかり、製作計画をたてることができる。

　　②型紙や裁断、三つ折りぬいの仕方などエプロンづくりに必要な知識や技能を身につけることができる。

　　③ポケットなど既習の技能をいかした創意工夫の楽しさを味わうことができる。

　　④自分で製作する楽しさや製作したものを生活に役立てる楽しさを味わうことができる。

３．題材設定理由

　　　　子どもたちは５年生でミシンの使い方を学び、そのうえで布を使った製作をおこなっている。エプロンという日常使用しているもので、自分の体に合わせた製作物を作ることで直線縫いを用い目的に応じた縫い方を学び、意欲的に製作が行えるようにしたい。また製作物は同じであるが、その一部分や飾りを工夫させて取り組ませることも考えられる。これにより子ども同士の課題をかかわりやすくし、互いの取り組みを学び合い、高め合うことをしやすいと考えられる。またポケットは既習の小物づくり袋の製作の技能を生かすことになり、繰り返しの学びにつながると考えられる。
４．指導計画（全１２時間扱い）

	　小題材名
	主な学習活動と内容

	１エプロンの働き
　　を調べよう
（１時間）
	・　家庭から持ち寄ったエプロンのファッションショーを開く
・　図書の先生による、エプロンの歴史、世界のエプロン、エプ
ロンの役割についてのブックトークをしていただく



	２オンリーワンのエプ
　ロンを製作しよう
　　　　　（１０時間）

	・型紙づくり、しるしつけ、裁断

・ミシンで縫う

・ポケットを工夫して取り付ける
・アイロンをかけ仕上げる



	３実践発表会をする
　　　　　（１時間）


	・出来上がってエプロンを実際につけてみて、ファッションショーを開き、オンリーワンの部分をアピールする。

・実際に使ってみた感想を発表する。




　　　　　　　
